
高等学校【理科（化学）】正解・解答例 

１ 

（１） （ク）   

（２） ① 人間としての在り方生き方  ② 道徳教育推進教師 ③ 特別活動 

（３） ① （a） × （b） 〇  （c）  ×   ② （エ）  ③ （ウ） 

配点：（１）２点、（２）各２点×３、（３）①各２点×３、②３点、③３点                

２０点 

 

２ 

（１） a ２、 b ３、 c ２、 d ４ （完答） 

（２） Ca（OH）２ → Ca２+ ＋ ２OH－ 

（３） ① １.５ mol  ② ０.２５ mol  （４） （ウ）、（エ）（完答） 

（５） ２７  （６） ７.０ mol 

配点：（１）２点、（２）２点、（３）各２点×２、（４）２点、（５）２点、 

（６）３点                                      １５点 

               

３ 

（１） ウ （２） ５.０ 

（３） ４０ （４） ア 

（５） エ （６） ４.０ 

配点：（１）２点、（２）２点、（３）２点、（４）３点、（５）３点、（６）３点 

１５点 

  

４ 

（１）① 減数分裂 ② 体細胞分裂 

（２）A Ｇ１期  B Ｓ期  C Ｇ２期 Ｍ期（完答） 

（３） ７ 

配点：（１）各３点×２、（２）各２点×３、（３）３点        １５点 

 

５ 

（１） 震央 （２） 
ｄ

𝑉𝑃
 

（３） 
ｄ

𝑉𝑆
 （４）  

𝑉𝑃𝑉𝑆

𝑉𝑃−𝑉𝑆
  

（５） ３６ 

配点：各３点×５                         １５点 

 

 

 

 



６ 

（１）①（ア） ８  （イ） 

 

 

 

 

 

（ウ） 金属原子の半径 
√３

４
a cm  （エ）密度 

２𝑀

𝑎３𝑁𝐴

 g/cm３  

②（ア） 六方最密構造 

（イ） (
１

６
× １２ +

１

２
× ２ + ３) ×

１

３
= ２ 

（２）① １.５×１０－３  mol/L  ② ３.７×１０３  Pa 

③ ３８ cm  ④ 浸透圧は絶対温度に比例をするため、水位が高くなる。 

（３）① ５.０×１０５ Pa  ② ２.５×１０５ Pa  

    ③ 反応式 CH４ ＋ ２O２ → CO２ ＋ ２H２O    

全圧 反応式の係数より、生成する水は０.２０mol。 

この水がすべて水蒸気だと仮定して水の分圧 PH２Oを求めると、 

PH２OV=nRTより、PH２O≒１.７×１０５Pa。 

これは２７℃における水の蒸気圧を上回るので、 

水の分圧は３.６×１０３Paである。 

反応後に生じた CO２の分圧 PCO２は PCO２V=nRT より、 

PCO２=８.３×１０４Pa。 

よって全圧は、３.６×１０３＋８.３×１０４＝８.７×１０４Pa   

配点：（１）①各２点×４、②各２点×２、（２）各３点×４ 

（３）①３点、②３点、③反応式２点、全圧３点         ３５点 

 

７ 

（１）①（ア） 左  （イ） 左  （ウ） × 

②  

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

（２）① 𝐾𝑎 =
[H+][CH

３
COO−]

[CH
３

COOH]
  ② α＝√

𝐾𝑎

𝐶
    

③ [Ｈ＋]＝√ｃ𝐾𝑎  ④ pH＝２.８  

⑤ ア 緩衝液   イ CH３COO
－   ウ CH３COOH   エ H２O 

配点：（１）各２点×４、（２）①２点、②３点、③３点、④３点、⑤各２点×４  

２７点 

 

 

 



８ 

（１） ア ２６ イ 遷移 ウ アルミニウム 

エ テルミット オ 不動態 

（２） ① CO   ② O２   ③ Cr   ④ Sn 

（３） （a） Fe２O３ ＋ ２Al → ２Fe ＋ Al２O３ 

    （b） Fe ＋ H２SO４  → FeSO４ ＋ H２ 

（４） Fe２+：Fe３+＝１：２ 

（５） 求める赤鉄鉱の質量を x kgとすると、Fe２O３（式量１６０）１ molから Fe

（式量５６）２ molが生成するので、 

    
𝑥×１０

３
×０.８

１６０
× ２ =

１×１０
３

５６
 

    x＝１.７８≒１.８ kg 

（６） Zn は Feよりもイオン化傾向が大きいため、表面が傷ついて Feが露出して

も Znが先に酸化されるため。 

配点：（１）各２点×５、（２）各２点×４、（３）各２点×２、（４）３点、 

（５）３点、（６）２点                    ３０点 

 

９ 

（１） A アセトン  D ホルムアルデヒド（ホルマリンでも可）  

（２） B         C  

OH

NO
2

NO
2

O
2
N

  

OH

COOH

 

（３） マルコフニコフ則  （４） ８ 

（５） （Ⅰ）ウ  （Ⅱ）イ  （Ⅲ）エ  （Ⅳ）オ 

（６） FeCl３  （７） レゾール 

（８） 操作１ （ア）  操作２ （オ）  

配点：（１）各２点×２、（２）各２点×２、（３）２点、（４）２点、 

（５）各２点×４、（６）２点、（７）２点、（８）各２点×２                  

２８点 

 


